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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

〇 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、慶應義塾大学において実施されてきた子どもパネル調査をさらに拡充し、親子を対象とし

た長期データ基盤を構築するとともに、家庭背景と学力格差に関する実証的分析を行うものである。 

研究成果の国際比較を可能とする点でも有意義な研究であり、データ整備は概ね順調に進んでいる

ようであるが、一部の調査において低回収率によりサンプル数が不足するなどの問題が生じている。そ

のため、今後の調査において対応策を検討する必要がある。 


